
先
取
り
！

健
康

・
栄
養

日
々
発
展
を
遂
げ
て
い
る

栄
養
分
野
を
中
心
に
、

専
門
家
の
ア
ン
テ
ナ
に
触
れ
た

食
と
健
康
に
か
か
わ
る

新
情
報
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

香
川
靖
雄

女
子
栄
姜
大
学
ヨ
学
長

皇

日

ヽ
容

著

育

毅

新
4青

幸晨

『栄姜学レビューJ

アメリカの lN面 oヽn R‐●ie●

誌から日本の編集委員が抜摯した

論文遠邦訳してII載する。●葉委

員長は木村修― (東北大学名誉教

綺  副編集委員長は筆乱 女子栄

¬ 潟郎嶼fL― は帆

バックナンバーも疇入可.

最
新
の
栄
養
学
を
知
る
情
報
誌

戻
養
学
レ
ビ
ュ
⊥

最
先
端
を
行
く

新
年
号
と
い
う
こ
と
で
、
本
稿
の
情

報
源
の
一
つ
を
種
明
か
し
し
ま
し
ょ
う
。

そ
れ
は

「Ｚ
Ｆ
『〓
ｏ
コ
”
ｏ
く
一ｏ
■
こ

と

い
う
、
世
界
各
国
の
栄
養
学
の
論
文
が

掲
載
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ
の
雑
誌
で
す
。

そ
し
て
、
同
誌
の
論
文
の
中
か
ら
、
句

の
テ
ー
マ
や
将
来
話
題
に
な
る
と
期
待

さ
れ
る
も
の
を
何
点
か
抜
粋
し
、
邦
訳

し
た
も
の
が
日
本
語
版
の

一〓
業

，
子
レ

ビ
ュ
ー
」
で
す

（写
■
）。

ワ
４
ｃ
●
〓
ざ
●
”
ｏ
く
″
〓
と

の
編
響
さ
長

は
、
日
本
人
の
０
■
Ｚ
”
ｏ
ヨ
¨
＾
”
‘
Ｆ
甲

“
営
Ｓ
で
す
、
２
０
１
３
年
■
月
に
日
本

で
開
催
さ
れ
た
国
際
酪
農
連
盟
（げ
お
い

●
”
Ｌ
ｏ
●
”
一
０
●
一『て
”
ｏ
Ｏ
お
【“
Ｌ
ｏ
●
¨
【υ

”
）
の
会
議
で
、
筆
者
は
彼
女
と
と
も

に
特
別
講
演
を
行
な
い
ま
し
た
。
そ
の

折
に
、
編
集
の
ご
苦
労
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
話
を
伺
い
ま
し
た
。

今
回
は
、
本
格
を
新
し
い
栄
養
学
を

学
ぶ
情
報
源
と
し
て
い
た
だ
い
て
い
る

皆
さ
ま
に
、
軍
窯
２
十
レ
ビ
ュ
ー
』
に
関

す
る
話
題
を
お
届
け
し
ま
し
ょ
う
。

有
害
情
報
の

防
波
堤

健
康
ブ
ー
ム
と
い
わ
れ
る
昨
今
、
多

く
の
健
康
食
品
や
健
康
法
が
唱
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
短
期
間
で
減
量
し
た
り
血

糖
値
を
下
げ
る
方
法
な
ど
が
そ
の
例
で

す
が
、
急
激
な
体
重
減
少
や
血
糖
低
下

は
、
筋
肉
や
骨
の
た
ん
ぱ
く
質
の
分
解

を
招
き
、
体
に
生

，
省

，
え
ま
す
。
ま
た
、

メ
デ
ィ
ア
の
健
康
情
報
の
影
響
で
、
あ

る
特
定
の
食
品
を
多
く
の
人
が
購
入
し

て
品
薄
状
態
に
な
る
と
い

，
出
来
事
が

あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
人
体
に
は
多

く
の
栄
養
素
が
必
要
で
あ
り
、
か
つ
バ

ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
が
不
可
欠
で
す
。

健
康
を
保
つ
た
め
の
日
標
は
、
生
活

習
慣
病
、
認
知
症
、
置秦
笙
鷹
林
態
な
ど

を
予
防
し
、
健
康
寿
命
を
延
伸
す
る
こ

と
で
す
。
健
康
食
品
や
健
康
法
の
妥
当

性
や
有
害
性
は
本
来
数
十
年
の
経
過
を

見
な
け
れ
ば
判
断
で
き
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
国
民
を
有
主

，
な

健́
康
情
報
″

か
ら
守
る
防
波
堤
が
必
要
で
す
。
Ｆ
窯
ヽ
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学
レ
ビ
ュ
ー
』
は
、
そ
の
役
割
を
担
う

と
私
は
考
え
て
い
ま
す
。

健
康
へ
の

正
し
い
指
針

フ
Ｆ
暉
〓
ｏ
●
”
ｏま
いく
Ｌ
は
、
人
々

の
健
康
の
た
め
に
栄
養
学
的
配
慮
が
緊

急
に
必
要
と
さ
れ
た
第
二
次
大
戦
中
の

１
９
４
２
年
に
創
刊
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
目
的
は
、
「，
８
〓
Ｏ
ｏ
く
Ｌ
‘
”〓
ｏ
日
，

∽壼”，
一
一０

，
ｏ
〓０
０
ｏｏｏ
一〇
０●
¨
く́
ｏ〓
一コ

９
０
９

８
σ
ｏ
■
ｏ
一こ

（人
々
の
健
康
の

た
め
に
数
々
の
疑
間
に
対
し
て
、
よ
り

よ
い
食
生
活
の
た
め
の
貴
重
な
見
解
を

与
え
る
こ
と
）
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
創

刊
著
ほ
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
研
究
の
第
■
△
貢

０
０
パ
〓
”
博
士
で
あ
り
、
彼
は
創
刊

号
の
序
文
で
、
世
界
の
新
し
い
栄
養
学

の
研
究
の
中
か
ら
右
意
義
な
論
文
を
広

く
紹
介
す
る
こ
と
の
必
要
性
を
述
べ
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
可
能
な
限
り

科
学
的
根
拠
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

日
本
で
氾
濫
す
る
′
暉
躍
値
撃
´
は
、

特
定
の
健
康
法
に
関
す
る
１
つ
の
論
文

だ
け
を
誇
大
に
報
道
し
ま
す
が
、
同
誌

の
論
文
は
、
直
接
人
体
に
試
み
た
研
究

を
、
有
害
や
無
効
と
す
る
論
文
も
含
め

て
す
べ
て
表
や
図
に
公
平
に
ま
と
め
、

比
較
　
分
析
し
た
も
の
で
す
、
こ
の
よ

う
‘
糸
獲
”
評
価
を
メ
タ
ア
ナ
リ
シ
ス

と
呼
び
ま
す
。
厳
密
に
は
無
作
為
化
比

較
対
照
餞
験
で
そ
れ
ぞ
れ
の
健
康
へ
の

効
果
を
被
験
者
数
や
効
果
の
程
度
に
応

し
て
重
み
を
つ
け
、
続
計
学
的
な
分
析

が
な
さ
れ
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
結
論
の

科
学
的
根
拠
を
探
り
ま
す
。

教
科
書
に
は
な
い

最
新
知
見
窪
報

一ノ
Ｆ
『〓
ｏ
コ
”
ｏ
■
０〓
Ｌ

は
創
刊

後
、
そ
の
当
時
に
発
見
さ
れ
た
葉
酸
や

ビ
タ
ミ
ン
肺
を
、
次
々
と
紹
介
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
日
本
の
栄
養
学
の
教
科

書
に
は
こ
れ
ら
の
ビ
タ
ミ
ン
は
長
い
間

掲
載
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
戦
後
、
日

本
で
栄
養
学
を
学
ぶ
多
く
の
教
授
や
学

生
は
、
連
合
回
軍
総
司
令
部
が
東
京
に

設
置
し
た
図
書
館
へ
、
カ
メ
ラ
を
持
っ

て
文
献
被
写
に
訪
れ
、
新
し
い
知
識
を

得
て
い
た
と
い
い
ま
ｔ

現
在
の
日
本
に
は
、
硼
を
超
え
る
管

理
栄
養
士
の
養
成
校
が
あ
り
、
厚
生
労

働
省
か
ら
は
、
栄
養
学
の
パ
イ
ブ
ル
と

も
い
え
る

「日
本
人
の
食
事
摂
駆
墨
置

と
い
う
基
準
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
教
育
や
指
針
に
従
え
ば
よ
い
と
考
え

ら
れ
ま
す
が
、
し
つ
は
日
本
人
の
健
康

寿
命
は
、
平
均
寿
命
よ
り
男
性
は
約
９

年
、
女
性
は
約
１３
年
短
い
の
で
す
。
日

本
人
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
摂
取
量
は
年
々
減

少
し
て
お
り
、
飽
食
が
健
康
寿
命
を
綸

め
る
要
因
と
い
つ
従
来
の
考
え
方
だ
け

で
は
説
明
で
き
ま
せ
ん
。

で
は
ど
の
よ
う
な
要
因
が
考
え
ら
れ

る
の
で
し
ょ
う
か
。
「栄
養
学
レ
ビ
ュ

ー
』
で
は
、
今
日
の
栄
養
Σ
す
の
数
科
書

や
食
事
摂
取
基
準
に
は
な
い
分
野
の
栄

養
学
の
知
見
も
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

特
に
、
遺
信
ｔ
零
壺
鷲

最編
母
奎
Ｅ
十、

時
間
栄
養
学
は
、
今
後
の
日
本
人
の
健

康
や
栄
養
の
問
題
を
考
え
る
２ヽ
え
で
た

い
へ
ん
参
考
に
な
る
で
し
ょ
λ
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遺
伝
子
雲
言

生
活
習
慣
病
予
防

現
在
の
墓^
壼
選
堅
基
準
で
は
、
身
長
、

体
重
、
年
齢
が
同
じ
な
ら
ば
”
～
“
％

の
人
が
一
律
に
示
さ
れ
た
推
奨
量
で
１

日
に
必
要
な
栄
養
素
を
満
た
す
と
し
て

い
ま
す
。
そ
れ
は
栄
養
素
の
必
要
量
が

正
規
分
布
を
す
る
と
仮
定
し
て
い
る
た

め
で
す
。
と
こ
ろ
が
実
際
は
、
栄
養
素

の
代
謝
に
は
遺
伝
子
に
基
づ
く
個
人
差

が
あ
り
、
必
要
な
栄
養
素
量
が
一
律
と

は
考
え
に
く
い
の
で
す
も
こ
の
よ
う
な

遺
伝
子
の
違
い
を
暑
談
寧
，る
栄
養
学
が

遺
伝
子
栄
養
学
で
あ
り
、
そ
れ
に
関
す

る
論
文
は

「Ｚ
二

〓ヽ
ｏ
口
”
ｏ
‘
ｏ
■
２

創
刊
以
来

如
編
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
も

遺
伝
子
の
相
違

（遺
伝
子
多
型
）
は
、

肥
満
、
糖
尿
病
、
高
血
圧
の
発
症
と
か

か
わ
り
が
あ
る
こ
と
、
発
症
リ
ス
ク
が

あ
っ
て
も
生
活
習
慣
り
彙
青
努
力
に
よ

っ
て
遺
伝
子
の
影
響
が
軽
減
さ
れ
る
こ

と
も
紹
介
し
て
い
ま
す
。

た
だ
、
特
定
の
栄
養
素
い
た
と
え
ば

葉
酸
を
多
く
必
要
と
す
る
遺
伝
子
多
型

で
は
、
現
在
の
日
本
の
推
奨
量
脚
“
で

は
不
足
で
あ
り
、
ア
メ
リ
ヵ
の
推
奨
量

畑
“
程
度
と
ら
な
け
れ
ば
、
胎
児
の
奇

形
、
脳
卒
中
、
心
筋
梗
塞
な
ど
の
リ
ス

タ
が
通
常
の
人
よ
り
も
高
く
な
る
こ
と

が
わ
か
つ
て
い
ま
す
、
同
誌
で
は
、
「葉

酸
の
不
足
は
広
璽
堕
蜃
警
」
っ
て
い
る
」

と
警
星
ド
レて
い
ま

，
，
（上
一置
囲
み
豪
面
０
。

精
神
栄
養
学
と

時
間
栄
養
学

現
在
は
精
神
労
働
の
時
代
で
す
一
精

神
栄
養
字
と
は
、
行
動
心
理
や
、
学
業

成
績
の
向
上
、
う
つ
病
や
認
知
症
の
予

防
な
ど
に
栄
養
が
及
ぼ
す
影
響
を
解
明

す
る
分
野
で
す
。
同
誌
で
は
、
心
理
学

と
栄
養
の
分
野
だ
け
で
島
編

（近
縁
の

栄
養
学
誌
を
含
む
）
も
の
報
告
が
あ
り

ま
す
。
子
ど
も
の
精
神
発
達
に
は
葉
酸
、

Ｄ
Ｅ
Ａ
、
ビ
タ
ミ
ン
れ
な
ど
が
必
要
な

こ
と
、
食
事
に
よ
っ
て
蓄
製
聾
鼈
″
改

善
す
る
こ
Ｌ
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認

知
症
の
治
療
に
栄
養
サ
ポ
ー
ト
が
重
要

で
あ
る
こ
と
な
ど
は
、
今
日
の
重
要
ト

ビ
ツ
ク
と
な
っ
て
い
ま
す
。

次
に
、
時
間
栄
養
学
に
つ
い
て
で
ｔ

生
物
は
太
陽
の
恵
み
を
受
け
、
睡
眠
と

覚
醒
の
日
周
リ
ズ
ム
を
持
っ
て
い
ま
す

が
、
そ
れ
を
司
る
の
が
時
計
遺
伝
子
で

す
。
ま
だ
時
計
遺
伝
子
の
存
在
が
知
ら

れ
て
い
な
か
っ
た
１
９
６
０
年
代
に
、

同
誌
で
は
肝
臓
の
酵
姜
鶏
選
」に
は
日
周

リ
ズ
ム
が
あ
る
と
す
る
論
文
が
掲
載
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
時
計
遺
伝
子
の

発
見
に
伴
い
、
消
化
替
羅
議
”の
１
日
の

変
動
性
や
日
周
リ
ズ
ム
を
ふ
ま
え
た
病

態
栄
養
学
が
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
な
。
さ
ら
に
、
時
計
遺
伝
子
を
正

常
に
作
動
さ
せ
る
こ
と
は
寿
命
の
延
伸

に
も
か
か
わ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、

筆
者
が
同
誌
創
刊
η
周
年
記
念
号
に
報

告
し
ま
し
た
。

栄
養
学
は
健
康
寿
命
の
延
伸
を
重
要

な
目
標
と
し
て
は
い
ま
す
が
、
人
間
は

た
だ
病
気
を
防
ぐ
た
め
に
生
き
て
い
る

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
人
に
は
人
生
の

目
標
が
あ
り
、
楽
し
み
が
あ
り
ま
す
か

ら
、
心
身
を
活
性
化
さ
せ
、
学
力
や
職
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業
能
力
を
向
上
さ
せ
、
ス
ポ
ー
ツ
を
楽

し
み
、
寿
命
を
ま
つ
と
う
し
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。
新
し
い
栄
養
学
は
、
そ

の
ヒ
ン
ト
と
な
る
知
識
を
与
え
て
く
れ

る
と
感
じ
ま
す
。

日
本
の

栄
養
学
に
注
目

『栄
養
学
レ
ビ
ュ
ー
」
で
は
日
本
が
手

本
と
す
べ
き
世
界
の
さ
ま
ざ
ま
な
栄
養

学
の
成
果
を
紹
介
し
て
い
ま
す
が
、
過

去
の

フ
ご
質
〓
９
”
”
ｏま
の
１
と
に
は
、

日
本
人
で
の
研
究
を
と
り
上
げ
た
論
文

も
約
７‐
編
あ
り
、
初
期
に
は
戦
後
日
本

の
栄
養
事
情
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
日
本
人
の
高
血
圧
の
多
さ
と
食
塩

摂
取
量
の
多
さ
の
関
連
を
指
摘
し
た
ｒ

【

∪
”
ｒ
【博
士
の
論
文
は
、
世
界
各
国

で
引
用
さ
れ
る
有
名
な
論
文
で
す
。
日

本
人
の
平
均
寿
命
が
世
界

一
と
な
っ
て

か
ら
は
、
元
日
立
健
康

。
栄
養
研
究
所

所
長
の
小
林
修
平
先
生
が

″＞
Ｘ
いΦ甲

一中い
０
げ
”
∽̈
∽
いｏ」
一】
一ｏ
【Ｏ
口
”
①く
い一く
Ｒ

〕８
営
８
ｏ
Ｆ
お
一韓
一ｏｐ
ざ
２
３
８
饉

口
ｃ
一■
Ｌ
８
″
（日
本
人
の
長
寿
の
栄
黍

食
糧
か
ら
見
た
科
学
的
根
拠
）
と
題
す

る
論
文
を
発
表
し
ま
し
満
。

フ
Ｆ
一■
一ざ
口
”
ｏく
お
■
と
」鱗
副
刊
以

来
、
世
界
の
管
理
栄
養
士
の
灯
台
と
な

っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
邦
訳
誌

『栄
養

学
レ
ビ
ュ
ー
』
は
、
英
丈
を
読
ま
な
く

と
も
、
国
内
の
栄
養
学
の
出
版
物
や
講

演
で
は
得
が
た
い
、
国
際
的
で
新
し
い

知
識
を
手
軽
に
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

栄
養
学
へ
の
興
味
関
心
が
あ
る
た
く
さ

ん
の
皆
さ
ま
に
、
ぜ
ひ

罵
奎
奪
宇
レ
ビ

ュ
ー
』
を
読
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
幸
ユ
リ
。

■■■■山
…

●●m
日常的に介護を必要とせず、自立した生活が送

れる生存期間。平均寿命から介護期間 (自立し

た生活ができない期日)を引いた年数が健康寿

命。厚生労働省は、2010年の統計では日本人の

健康寿命は男性70.42歳、女性73.62歳 であると

201246月 :こ翼扇そ。

m俄 醐 胆

ランダムイロu関団験 (Radomized Conlrolied

Tria)と もいいRCTと も略される。肝価のバイ

アス (偏 り)を避け、客観的に治療効果を辞領

することを目的とした研究試験の方法。医療分

野で用いられる根拠の質の高い研究執

痛■栄養学

疾患時の栄養を専門とする研究分野。栄養管理

や食事療法は治療の根本にあるととらえ、患者

の病態に応じた適切な栄養管理を行なうための

栄養学。
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